
２０24年度５月号

児童発達支援センターいっぽ

Tel:042-851-2860 / Fax：042-851-2861

E-MAIL jidou_ippo@tomoni.or.jp

HP   http://www.tomoni.or.jp/ippo/link.html
いっぽ通信（第86号）

お知らせ

①受給者証について

受給者証が更新され、新しいものが届いた際は、いっぽまでお持ちくだ

さいますようご協力お願いいたします。

②就園半日クラスは４月より、親子クラスは

５月より、新しいお友だちが増えます。

みんな早くいっぽに慣れ、

楽しいクラスになるよう、

職員一同努めます。よろしくお願いいたします。

☆ご入園おめでとうございます☆

・５月１６日（木）・・・引き落とし日

３月分利用料金

３月分給食費等実績分

・５月２７日（月）・・・再引き落とし日

１６日に引き落とせなかった方

地域による子育て

先日、ある小学校の校長先生が「子どもは地域で育てるもの。学校の子ども

たちの様子も、地域の人が誰でも見に来ていただけるようにしています」と

おっしゃられていました。とても頼もしいお言葉です。

みなさんは、「地域」と聞いて何を連想されるでしょうか。学校や町内会、自

治会など、エリアとしてだと捉えやすいですね。そしてその中には、民生委員

や交通安全ボランティアの方々がいたり、様々な商店があったり、学校では

地域の企業の方や職人さんが出前授業をしてくれたり、近くの高校の生徒さ

んとの交流会があったりと、学校や家庭の中だけではなく、今は、いろんな人

たちの手で子どもの安全や学びを支える仕組みができています。

こうした考え方は障がい福祉の分野でも同様です。障がい者の生活支援に

は、公的支援や福祉サービスだけではなく、地域の様々な社会資源の活用

が必須と言われています。これを「インフォーマルな支援」と言います。前述の

ような人たちの力もこれにあたりますね。

障がい者の方が一人で買い物をして来られるように、近所のコンビニの店

員さんに見守りをお願いした事例や、交番のおまわりさんに顔と名前を覚え

ておいてもらっていざという時にすぐ協力してもらえる体制づくりをしたという

人もいます。公的支援や福祉サービスは限りがありますが、地域の社会資源

は、探すとジャンルも人もたくさんあるはずです。

ご近所とつながりながら、子どもや障がい者を真ん中に据えて周りの大人が

サポートする仕組。

これからの少子高齢化社会ではとても大切です。 （南湖）



一年間よろしくおねがいします。

今月の予定

＜全クラス共通＞

５月３日（金）～５月６日（月）はお休みです。
５月１１日（土）親子プログラム「ムーブメント」※申し込みした方のみ

５月２７日（月）避難訓練

＜毎日クラス＞

１０日（金）…内科健診
１３日（月）…保護者登園日

２１日（火）…身体測定

＜就園一日クラス＞

２０日（月）～２４日（金）各クラス保護者登園日

＜親子クラス＞

５月２日（木）からクラス開始

☆ご入園おめでとうございます☆

令和６年４月６日(土)曇り空の中、新しい

クラスでの一年がスタートし、毎日通園クラ

スの入園式が行われ、新しいお友だちが仲

間に入りました。

今年度も子どもたち一人ひとり、それぞれ

のペースを大切にしながら、色々なことを思

いっきり楽しんでいきたいと思います。

☆毎日クラス、一年間宜しくお願いします！☆

令和６年度入園式

新学期からの緊張が緩むこの時期。
体調を崩しやすくなっているところに、
連休が重なり、疲れがピークになることも
考えられます。
感染予防やお子さんの様子を見て、
連休の計画をたてましょう。
睡眠をしっかりとり、生活リズムを整えて、
休み明けは元気に登園してくださいね。

ゴールデンウィーク
の過ごし方


